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新名所誕生 
　古代中世にかけて都人に親しまれた園原に、

信濃比叡本堂が建立され、古道東山道に新たな

魅力が加わりました。10月22日・23日には、延暦

寺に灯し続ける「不滅の法灯」の分灯を受ける儀

式が行われます。 
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平
成
十
六
年
度
決
算
の
概
要

歳入総額 
41億9,558万円 

村税村税 
6億4,564万 
（15.4％）％） 

村債村債 
5億3,940万 
（12.9％）％） 

地方交付税地方交付税 
18億3,361万 
（43.7％）％） 

村税 
6億4,564万 
（15.4％） 

村債 
5億3,940万 
（12.9％） 

県支出金 
2億4,354万 
（5.8％） 

国庫支出金 
1億4,855万 
（3.5％） その他 

1億8,854万 
（4.5％） 

地方交付税 
18億3,361万 
（43.7％） 

繰越金 
1億8,195万 
（4.3％） 

諸収入 
1億4,698万 
（3.5％） 

繰入金 
1億2,066万 
（2.9％） 

その他 
1億4,671万 
（3.5％） 

自主財源　12億4,194万 
　　　　　（29.6％） 

依存財源　29億5,364万 
　　　　　（70.4％） 

　

九
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
十
六
年
度
の
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計

の
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
十
六
年
度
決
算
の
状
況
と
、
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
で
は
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
・
知
的
障
害
者
通
所
授
産
施
設

建
設
、
中
央
公
民
館
改
修
等
の
大
型
建
設
事
業
に
取
り
組
ん
だ
た
め
、
歳
入
総

額
四
一
億
九
、五
五
八
万
円（
前
年
比
四
億
七
、三
九
三
万
円
、十
二
・
七
％
の
増
）、

歳
出
総
額
三
九
億
三
、〇
九
八
万
円
（
前
年
比
三
億
九
、一
二
七
万
円
、
十
一
・

一
％
の
増
）
と
、
四
年
ぶ
り
に
前
年
比
増
の
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

〔
歳
入
歳
出
の
状
況
〕

　

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
差
引
額
は
二
億

六
、四
六
〇
万
円
で
、
翌
年
度
に
繰
り
越

す
財
源
一
、四
二
〇
万
円
を
除
く
実
質
収
支

は
二
億
五
、〇
四
〇
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
二
分
の
一
に
相
当
す
る
一
億

二
、五
二
〇
万
円
を
財
政
調
整
基
金
と
し
て

積
立
を
し
ま
す
。

　

歳
入
の
う
ち
構
成
比
四
三
・
七
％
を
占

め
る
地
方
交
付
税
は
、
国
の
三
位
一
体
の

改
革
に
よ
り
三
、〇
二
三
万
円
（
一
・
六
％
）

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
村
税
で

は
個
人
住
民
税
九
五
一
万
円
、
入
湯
税
四

九
九
万
円
と
大
幅
な
減
額
と
な
っ
た
も
の

の
、
法
人
村
民
税
が
一
、九
七
四
万
円
の

増
と
な
り
、
合
計
で
は
二
五
五
万
円
（
〇
・

四
％
）
増
と
、
前
年
並
み
を
確
保
で
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
は
二

九
・
六
％
と
国
・
県
へ
大
き
く
依
存
し
て

お
り
、
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
り
地
方
交

付
税
の
減
少
や
補
助
金
の
削
減
、
さ
ら
に

は
移
譲
す
べ
き
権
限
や
財
源
問
題
が
未
解

決
の
状
況
に
あ
り
、
自
主
財
源
の
確
保
が

極
め
て
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
（
主
な
事
業
は
別
表

の
と
お
り
）、
前
年
度
に
比
べ
て
投
資
的

経
費
は
三
億
八
、六
八
二
万
円
（
一
〇
〇
・

四
％
）の
増
と
倍
増
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

経
常
的
経
費
は
、
補
助
費
、
扶
助
費
等
が

　平成16年度各会計別決算概要 （単位：万円）

再差引残額翌年度繰越財源差引残額歳出総額歳入総額会　　　　計　　　　名

2億5,0401,4202億6,46039億3,09841億9,558一　　　般　　　会　　　計
2,7532,7534億0,6014億3,354国 保 事 業 （ 事 業 勘 定 ）

特　

別　

会　

計

7878462540国 保 事 業 （ 直 診 勘 定 ）
66666億4,3316億4,397老 人 保 健 医 療
4694692億0,9062億1,375村 営 水 道 事 業
3363363,5803,916温 泉 事 業
4804804億4,9404億5,420下 水 道 事 業
3333334億4,5204億4,853介 護 保 険

5,3185,3183億4,9654億0,283特 別 養 護 老 人 ホ ー ム 医 療
3億4,8731,4203億6,29364億7,40368億3,696合　　　　　　計
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0

3

4

5

6

7

8

9

公債費と起債残高の推移（一般会計） 
（単位：億円） 

平成8年 9 10 11 12 13 14 15 16

4.78
5.18

5.5

6.62
7.13 7.08

6.84
6.54

7.01

1.0
1.2

1.97
1.93

1.16
1.05

1.1

52.63 52.72 53.60

52.53 53.50

53.89
51.43

48.51 47.88

繰上償還 

起債残高 

公
債
費 

職員数と職員給の推移 

（億円） 
（人） 

平成8年 9 10 11 12 13 14 15 16 17

4.56 4.59 4.64

4.34 4.38

4.63

4.36
4.21 4.13

95 93 91 89 89 89

86
80 78

74

職
員
給 

職員数 

0

3

4

5

民生費民生費 
8億9,355万 
（22.7％）％） 

公債費公債費 
7億100万 
（17.8％）％） 

総務費総務費 
5億5,068万 
（14.0％）％） 

教育費教育費 
4億6,167万 
（11.8％）％） 

土木費土木費 
3億7,427万 
（9.5％）％） 

衛生費衛生費 
3億5,961万 
（9.2％）％） 

民生費 
8億9,355万 
（22.7％） 

公債費 
7億100万 
（17.8％） 

総務費 
5億5,068万 
（14.0％） 

教育費 
4億6,167万 
（11.8％） 

土木費 
3億7,427万 
（9.5％） 

衛生費 
3億5,961万 
（9.2％） 

農林水産業費 
1億6,981万 
（4.3％） 

消防費 
1億5,714万 
（4.0％） 

その他 
2億6,325万 
（6.7％） 

歳出総額 
39億3,098万円 

民生費
 老人デイサービスセンター建設工事 1億4,131
 知的障害者通所授産施設建設及び設備工事 8,766
 介護予防・生活支援事業 1,788
 春日保育所トイレ水洗化工事 961
教育費
 中央公民館改修工事（繰越） 7,480
 図書室備品購入事業（繰越） 2,208
 コミュニティ館改修工事（繰越） 2,665
 智里西公民館・保育所合併浄化槽工事 926
 若者定住促進住宅新増改築等支援金 1,291
土木費
 村道２－１０号線改良舗装工事（下平） 2,200
 村道維持補修工事（２６地区） 1,811
 分譲住宅用地購入及び造成工事 3,555
農林水産業費
 県営中山間地域総合整備事業（村発注） 2,333
 県営中山間地域総合整備事業負担金（県発注） 3,624
 中山間地域直接支払事業 1,606
衛生費
 合併浄化槽設置補助 1,906
災害復旧費
 農林水産業施設災害復旧事業 1,281
 地元施工農業災害復旧工事 1,343
 公共土木施設災害復旧事業 2,260

伸
び
る
中
で
人
件
費
、
物
件
費
等
が
減
額

と
な
り
、総
額
で
は
二
二
一
万
円（
〇
・
一
％
）

減
で
、ほ
ぼ
前
年
並
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〔
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
〕

　

こ
れ
ま
で
村
は
国
の
経
済
対
策
に
合
わ

せ
、
国
や
県
の
有
利
な
制
度
を
活
用
し
て

道
路
や
上
下
水
道
な
ど
社
会
基
盤
の
整
備

を
積
極
的
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
結
果
と

し
て
借
金
の
残
高
が
膨
ら
み
、
返
済
が
多

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
厳
し
い
財

政
状
況
に
対
し
、
事
務
事
業
の
見
直
し
に

よ
り
経
費
を
節
減
す
る
と
と
も
に
、
人
件

費
の
削
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
九
年
よ
り
七
年
間
で
九
億
四
千

万
円
あ
ま
り
の
繰
上
償
還
を
行
っ
た
た
め
、

借
金
の
残
高
、
償
還
額
と
も
に
ピ
ー
ク
を

過
ぎ
て
い
ま
す
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
平
成
八
年
の
十
九
億

一
、四
五
〇
万
円
が
二
八
億
八
、三
六
七
万

円
と
、
九
億
円
余
り
増
加
し
、
地
方
債
残

高
は
五
二
億
六
、二
五
〇
万
円
が
四
七
億

八
、八
四
五
万
円
と
五
億
円
減
っ
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
国
や
県
の
財
政
悪
化
、
景
気

の
低
迷
な
ど
に
よ
り
村
税
、
交
付
税
を
中

心
と
し
た
収
入
確
保
は
未
だ
厳
し
い
状
況

に
あ
り
ま
す
。
今
後
も
後
年
度
負
担
を
で

き
る
限
り
抑
え
、
引
き
続
き
行
財
政
改
革

を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　　　　　　平成16年度の主な事業　　（単位：万円）
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おしらせ 

森林造成事業について 森林造成事業について 
　森林を守り育てていくためには、間伐などの森林整備が必要です。長野県では今後約１０年間に約２５万ヘ
クタールと県面積の5分の1にあたる森林の間伐を実施することが必要であり、先送りできない時期を迎
えています。
　そんな中、阿智村につきましては平成１６年から平成２０年の5カ年間に、１６３０ヘクタールの間伐を目標値
とすることを長野県より示されました。年平均すると約３２０ヘクタールの作業となります。平成１６年度は
多くの森林所有者の方が森林造成事業等を活用され１５８ヘクタール施業することが出来ました。
　未来へ続く健全な美しい森林につながるよう、森林所有者の皆様の積極的な制度のご活用をお願い申し
上げます。

〈1反歩（10a）当たり事業費参考表〉

条件

1反歩以上（10a）

施行

自己負担額

村補助金

補助残の

1／3以内

国県補助金

補助率

約60～70％

1反歩当（10a）

事業費
事業区分

林齢15年～35年約3,700円約1,800円約9,500円約15,000円流域広域

林齢36年～60年約3,700円約1,800円約9,500円約15,000円
フォレスト
切り捨て間伐

林齢36年～60年約11,000円約5,000円約24,000円約40,000円
フォレスト
搬出間伐

※その他、除伐・枝打・植栽も事業に該当します。
※表の数値は変動する場合があります。
※フォレストの搬出間伐材は、間伐した木材の売買により収入につながる場合があります。

緊急間伐推進団地の設定について 緊急間伐推進団地の設定について 
　現在阿智村で活用している森林整備の補助事業で搬出間伐をした場合、切り捨て間伐に比べ高い補助金
額となりますが、この制度も平成１８年度で終了する予定です。引き続き高率な補助により事業を実施する
ために、「緊急間伐推進団地」を設定する必要があります。これは森林所有者と市町村長が協定を結び、
補助事業を導入して間伐を実施します。
　今後増えていくと予測される搬出間伐材には高率補助が必要不可欠となってきます。平成１９年度以降も
安定した森林整備が継続出来るよう、「緊急間伐推進団地」設定にご協力いただけるようお願いいたします。
　また、「森林造成事業」、「緊急間伐推進団地」の説明会ご希望の部落は、役場　ふるさと整備課または
下伊那地方事務所　林務課（５３－２４２５）までご連絡下さい。

そこで 

現在の搬出間伐材の補助金は平成１８年度までの事業です。
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国
民
健
康
保
険
の

国
民
健
康
保
険
の

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
！

保
険
証
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
！

　

平
成
十
七
年
十
月
一
日
よ
り
保
険
証
が

一
般
用
は
水
色
、
退
職
者
用
は
ピ
ン
ク
色

に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
を
除
き
既
に
郵
送
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、古
い
保
険
証
と
差
し
替
え
を
し
た

か
、記
載
事
項
に
誤
り
が
な
い
か
確
認
を
し

ま
し
ょ
う
。
な
お
、
古
い
保
険
証
は
間
違

い
を
防
ぐ
た
め
に
各
ご
家
庭
で
破
棄
し
て

頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

回
は
必
ず
保
険
証
の
提
示
を
し
ま
し
ょ

う
。
ま
た
、
老
人
保
健
法
の
該
当
の
方

は
、
医
療
受
給
者
証
の
提
示
も
お
願
い

し
ま
す
。

・
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
（
保
険
証
）

に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
、

受
診
し
た
お
医
者
さ
ん
、
薬
局
に
連
絡

を
し
ま
し
ょ
う
。
国
民
健
康
保
険
を
取

得
す
る
方
、
喪
失
す
る
方
及
び
老
人
保

健
法
の
該
当
の
方
は
役
場
民
生
課
に
も

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〜
医
療
保
険
担
当
よ
り

〜
医
療
保
険
担
当
よ
り

お
願
い
で
す
〜

お
願
い
で
す
〜　

・
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
や
薬
局
で

薬
を
処
方
し
て
頂
く
際
、
一
ヵ
月
に
一

　

国
民
健
康
保
険
税
が
長
期
に
渡
り
未

納
の
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
短
期

被
保
険
者
証
」
又
は
「
資
格
証
明
書
」

が
交
付
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
短

期
被
保
険
者
証
」
と
は
有
効
期
限
の
短

い
保
険
証
で
す
の
で
、
更
新
の
手
続
き

が
多
く
な
り
ま
す
。「
資
格
証
明
書
」

で
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き
は
、
医

療
費
を
い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て

頂
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ　

高
額
な
医
療
費
を
払
っ
た
と
き

は
ど
ん
な
手
続
き
を
し
た
ら
い
い

の
？

Ａ　

国
民
健
康
保
険
の
高
額
療
養
費
、

老
人
医
療
の
高
額
医
療
費
に
該
当

と
な
っ
た
方
へ
は
、役
場
よ
り
ハ
ガ

キ
が
送
ら
れ
ま
す
。ハ
ガ
キ
が
届
く

の
は
、実
際
に
お
医
者
さ
ん
に
か
か
っ

た
月
か
ら
二
カ
月
以
降
に
な
り
ま
す
。

ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
し
た
ら
、手
続
き

に
お
出
か
け
下
さ
い
。

情
報
化
事
業
に
つ
い
て

情
報
化
事
業
に
つ
い
て

〜
基
幹
線
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
〜

〜
基
幹
線
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
〜

　

村
の
情
報
化
事
業
サ
ー
ビ
ス
に
つ
き
ま

し
て
は
、
多
く
の
方
に
ご
加
入
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
現
在
、
加
入

処
理
を
行
っ
て
お
り
十
月
末
頃
よ
り
、
加

入
者
控
等
の
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
当
初
加
入
を
希
望
さ
れ
な
か
っ

た
方
で
、
新
た
に
加
入
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、
現
段
階
で
は
当
初
工
事
予
定
に
組

み
込
む
事
が
可
能
で
す
の
で
、
役
場
総
務

課
ま
で
至
急
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

さ
て
、
情
報
化
事
業
に
お
け
る
工
事
に

つ
き
ま
し
て
は
、
九
月
十
四
日
に
「
有
線

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
施
設
設
置
許
可
」
を

国
よ
り
頂
き
ま
し
た
の
で
、
セ
ン
タ
ー
設

備
及
び
受
信
設
備
の
工
事
を
行
い
、
工
事

は
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
月
十
四
日
か
ら
は
、
基
幹
線

工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、駒
場
地
区
に
幹
線
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
の
電
柱
共
架
作
業
（
共
架
作
業

と
は
、
中
電
柱
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
柱
に
光
フ
ァ
イ

バ
ー
を
敷
設
す
る
工
事
）
を
行
い
ま
す
。

　

工
事
期
間
中
は
、
高
所
作
業
車
な
ど
で

国
・
県
・
村
道
の
一
部
を
占
用
し
て
作
業

を
行
う
た
め
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
は
ご

迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
工
事
の
進
捗
情
報
な
ど
は
広
報
等

で
お
知
ら
せ
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

役
場
総
務
課　

�
四
三－

二
二
二
〇

役場に設置されたＢＳ・ＣＳアンテナ電柱共架作業の様子



6Bulletin Achi

おしらせ 

放
送
受
信
障
害
に
対
す
る
信
越

放
送
受
信
障
害
に
対
す
る
信
越

総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

総
合
通
信
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

十
月
一
日
�
か
ら
三
十
一
日
�
ま
で
の

一
ヶ
月
間
は「
受
信
環
境
ク
リ
ー
ン
月
間
」

で
す
。

　

こ
の
月
間
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
受

信
障
害
の
防
止
対
策
を
推
進
し
、
か
つ
、

受
信
障
害
の
防
止
に
関
す
る
知
識
の
普
及

徹
底
を
図
る
も
の
で
す
。

　

放
送
電
波
の
受
信
障
害
は
、
家
庭
用
・

工
業
用
電
気
製
品
か
ら
発
生
す
る
電
気
雑

音
、
テ
レ
ビ
受
信
用
ブ
ー
ス
タ
ー
の
異
常

発
振
、
不
法
無
線
局
、
高
層
建
築
物
に
よ

る
ビ
ル
陰
障
害
等
に
よ
っ
て
良
好
な
放
送

の
受
信
が
で
き
な
る
な
る
も
の
で
す
。

　

特
に
「
不
法
無
線
局
」
か
ら
発
射
さ
れ

る
強
力
な
電
波
（
不
法
電
波
）
に
よ
り
、

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
が
妨
害
を
受
け
る

ケ
ー
ス
も
多
く
、
電
波
利
用
環
境
の
悪
化

が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

テ
レ
ビ
が
き
れ
い
に
映
ら
な
い
、ラ
ジ
オ

に
雑
音
が
入
る
と
い
っ
た
電
波
に
関
す
る

ご
相
談
は
、信
越
総
合
通
信
局
ま
で
ど
う
ぞ
。

★
不
法
無
線
局
が
原
因
の
受
信
障
害
に
関

す
る
も
の

　

監
視
調
査
課

　
（
�
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
七
六
）

★
上
記
以
外
が
原
因
の
受
信
障
害
に
関
す

る
も
の

　

受
信
障
害
対
策
官

　
（
�
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
九
一
）

★
そ
の
他
の
行
政
相
談
に
関
す
る
も
の

　

調
査
官

　
（
�
〇
二
六－

二
三
四－

九
九
六
一
）

〒
三
八
〇－

八
七
九
五

長
野
市
旭
町
一
一
〇
八
番
地

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

h
ttp
://w

w
w
.s
h
in
e
ts
u
-b
t.g
o
.jp
/

 
   
    
 
 
  
 
  
 
  
 
  
   
 
   
 

　

昭
和
三
十
一
年
九
月
三
十
日
に
会
地
、

伍
和
、
智
里
の
三
村
が
合
併
し
、
阿
智
村

発
足
後
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　

村
で
は
、
合
併
五
〇
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
こ
れ
ま
で
の
阿
智
村
と
歩
み
を

振
り
返
る
と
同
時
に
、
今
後
恵
ま
れ
た
自

然
や
地
理
的
条
件
を
活
か
し
、先
人
の
培
っ

･

て
き
た
文
化
的 

経
済
的
遺
産
を
承
継
し

な
が
ら
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
た
新
し
い

村
づ
く
り
の
た
め
に
、
阿
智
村
合
併
五
〇

周
年
記
念
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

【
こ
れ
か
ら
行
な
う
合
併
五
〇
周
年
事
業
】

● 
上
松  
美  
香 （
ア
ル
パ
奏
者
）コ
ン
サ
ー
ト

あ
げ
ま
つ 
み 

か

日
時　

平
成
十
七
年
十
一
月
五
日
�

　
　
　

午
後
七
時
〜
午
後
八
時
三
十
分

（
一
時
間
三
十
分
）

会
場　

阿
智
村
中
央
公
民
館

●
合
併
五
〇
周
年
記
念
式
典

日
時　

平
成
十
七
年
十
一
月

　
　
　

二
十
六
日
�

　
　
　

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

会
場　

阿
智
村
中
央
公
民
館

内
容　

・
功
労
者
表
彰

・「
未
来
に
残
し
た
い

景
観　

阿
智
村
五
〇

選
」
の
選
定

・
阿
智
村
無
形
民
俗
文
化
財
の

指
定　
「
木
賊
獅
子
」「
中
関

義
士
踊
り
」

●
五
〇
年
の
あ
ゆ
み
発
行

阿
智
村
の
五
〇
年
間
の
歩
み
を
つ
づ
っ

た
冊
子　

各
戸
配
付

●
そ
の
他
関
連
イ
ベ
ン
ト

・
十
月
十
八
日

　

阿
智
村
合
併
五
〇
周
年
記
念 
村
民
ゴ
ル

フ
・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

・
十
一
月
二
十
七
日

　

阿
智
村
合
併
五
〇
周
年
記
念 
村
内
一

周
駅
伝
大
会

・
十
一
月
十
二
〜
十
三
日

　

阿
智
村
合
併
五
〇
周
年
記
念 
阿
智
祭

湯
元
ホ
テ
ル
阿
智
川
さ
ん
よ
り

湯
元
ホ
テ
ル
阿
智
川
さ
ん
よ
り

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

昼
神
温
泉
の
�
湯
元
ホ
テ
ル
阿
智
川
さ

ん
よ
り
、村
の
観
光
振
興
の
た
め
に
一
、〇

〇
〇
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
、
内
閣
総
理
大
臣
よ
り
、

阿
智
川
さ
ん
に
紺
綬
褒
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

　

い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
観
光
の
た
め

に
、大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

上
松
美
香
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩

上
松
美
香
ハ
ー
プ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
多
彩

阿
智
村
合
併

周
年
事
業

阿
智
村
合
併　

周
年
事
業

５０５０

上松美香さん

阿智川  山口社長
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加
入
指
導
に
応
じ
な
い
事
業
主

加
入
指
導
に
応
じ
な
い
事
業
主

は
、強
制
適
用
さ
れ
ま
す
！

は
、強
制
適
用
さ
れ
ま
す
！

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

十
月
は
労
働
保
険
適
用
促
進

月
間
で
す
。

月
間
で
す
。

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
毎
年
十
月
を
「
労

働
保
険
適
用
促
進
月
間
」
と
定
め
、
労
働

保
険
の
周
知
・
加
入
促
進
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

労
働
保
険
と
は
、
雇
用
保
険
と
労
災
保

険
の
総
称
で
す
が
、
労
働
者
を
一
人
で
も

雇
用
し
て
い
る
場
合
は
、
必
ず
加
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
国
の
保
険
制
度
で
す

（
雇
用
保
険
は
一
部
適
用
除
外
が
あ
り
ま

す
。）
が
、
事
業
主
の
中
に
は
、
そ
れ
を

十
分
認
識
し
て
い
な
こ
と
等
に
よ
り
、
未

だ
零
細
事
業
を
中
心
に
未
手
続
事
業
所
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
の
未
手
続
事
業
の
適
用
促
進

に
つ
い
て
は
、
制
度
の
健
全
な
運
営
、
費

用
負
担
の
公
平
及
び
労
働
者
の
福
祉
の
向

上
等
の
観
点
か
ら
、
重
点
的
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国
の
「
規

制
改
革
・
民
間
解
放
推
進
三
か
年
計
画
」

に
お
い
て
も
、「
職
種
の
積
極
的
行
使
等
」

に
よ
る
未
手
続
事
業
の
一
掃
が
盛
り
込
ま

れ
る
な
ど
、
全
国
で
も
従
来
に
も
増
し
て

厳
し
い
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
長
野
労
働
局
で
は
、
こ
れ

ら
の
事
業
を
一
掃
す
る
た
め
、
下
記
の
三

点
を
中
心
に
対
策
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

①
県
下
の
労
働
基
準
監
督
署
及
び
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
（
公
共
職
業
安
定
所
）
に
よ
る

指
導
を
一
層
強
化
し
て
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

②
労
働
保
険
事
務
組
合
を
活
用
し
た
適
用

促
進
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

③
指
導
を
専
門
的
に
行
う
「
労
働
保
険
適

用
指
導
員
」
を
配
置
し
、
個
別
訪
問
を

中
心
に
保
険
成
立
手
続
指
導
を
行
い
ま

す
。

　

な
お
、
個
別
訪
問
等
に
よ
る
保
険
加
入

指
導
に
よ
っ
て
も
自
主
的
に
成
立
手
続
を

と
ら
な
い
事
業
主
に
対
し
て
は
、
職
権
の

積
極
的
行
使
に
よ
る
「
強
制
加
入
」
の
措

置
を
と
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

従
業
員
が
失
業
し
た
場
合
に
生
活
安
定

す
る
よ
う
支
給
さ
れ
る
給
付
や
業
務
上
や

通
勤
途
上
の
災
害
に
対
し
て
の
必
要
な
給

付
を
行
う
制
度
で
す
の
で
、
加
入
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
場
合
に
は
加
入
手
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
は
、

　

飯
田
公
共
職
業
安
定
所

　

�
〇
二
六
五－

二
四－

八
六
〇
九

『
伊
良
湖
岬
信
州
』の

『
伊
良
湖
岬
信
州
』の

閉
鎖
に
つ
い
て

閉
鎖
に
つ
い
て

南
信
州
広
域
連
合

　

南
信
州
広
域
連
合
が
運
営
す
る
国
民
宿

舎
『
伊
良
湖
岬
信
州
』
は
、
長
年
に
亘
り

多
く
の
郡
市
民
の
皆
様
に
ご
利
用
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
利
用
者
の
大
幅

な
減
少
や
施
設
の
老
朽
化
等
、
総
合
的
に

み
て
こ
れ
以
上
経
営
を
続
け
る
こ
と
は
困

難
と
判
断
し
、
平
成
十
七
年
九
月
末
日
を

も
っ
て
閉
鎖
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

長
ら
く
の
ご
愛
顧
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

内　　　　　　容資　金

所得の少ない世帯や障害を持つ人、介護を要する高齢者
が同居している世帯に対して、仕事を始めるために必要
な資金や住宅の増改築費、子どもの修学費、病気や介護
に必要な費用をお貸しします。

生 活 福 祉 資 金

失業により生計の維持が困難となった世帯に対して、再
就職するまでの間の生活費をお貸しします。

離職者支援資金

一定の居住用不動産を有し、将来にわたり住み続けるこ
とを希望する高齢者世帯に対し、土地を担保に生活費を
お貸しします。

長期生活支援資金

■
貸
付
利
子
…

　
　

一
部
の
資
金
を
除
い
て
年
三
％
以
内

■
貸
付
条
件
…

　
　

資
金
に
よ
っ
て
、
貸
付
の
で
き
る
条

件
が
定
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、阿
智
村
社
会
福
祉
協
議
会（
�

四
五－

一
二
三
四
）か
、長
野
県
社
会

福
祉
協
議
会（
�
〇
二
六－

二
二
六

－

二
〇
三
六
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

長
野
県
社
会
福
祉
協
議
会
は
、

次
の
貸
付
制
度
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

次
の
貸
付
制
度
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
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～子育て支援室より～～子育て支援室より～ ～子育て支援室より～ 

　子育ては子どもを持つ親だけが行うものではなく、地域の暖かな見守りが必要です。子どもは、

お母さんとの愛着関係を土台にして、友だちに関わることで育っていきます。お母さんも、お母さ

ん同士の関わりや他のこどもの姿を見たりすることで、気持ちにゆとりを持って子どもとかかわる

ことが出来ます。

　家族・地域の皆さんの暖かい応援をお願いします。

子育てにはお母さんがホッとする一瞬が大切です。

お母さんそんな時間ってありますか？

友だち同士話したり、子どもたちの遊ぶ姿をぼんやりながめることって贅沢ですか？

　でも、こんな時間が子育てにはとっても大切です。

村内では保育所の「ちびっこ広場」を始め、各機関で親子の遊びや交流の場を用意しています。
お友達を誘ってお出かけください。（すくすくカレンダーで確認して下さい）
一部を紹介します

こども広場

　毎週木曜日午前9時～11時頃まで、保健センター

の２階で行っています。ここは就学前の子どもさん

と、保護者・家族の皆さんが自由に利用出来ます。子

どもさんの成長にあった玩具なども整っています。ま

た、体操やお話しなどもありますので気軽にお出かけ

下さい。

　（お母さんだけでなく、お父さん、おばあちゃんも

お出かけ下さい）

食事学習会「わくわくキッチン」

　就学前の子どもを持つお母さん方が集まって９月

16日（金）に食事学習会（第１回）を行いました。

　一緒に調理し、食べておしゃべりもしながら、食生

活が子どもの心身の発達に大きく影響すること、家族

一緒に食事をすることの大切さ等も学びました。

　子どもたちはお母さんの調理を見たり、お友達と遊

んだりしてお料理を待ち、みんなでそろっておいしく

頂きました。

〈献立〉 ＊カジキマグロの生姜ソテー
 ＊人参とグレープフルーツのマリネ
 　 （おかわりする程子どもたちに大好評でした）

 ＊トマトと玉子のスープ

平成18年度保育所入所説明会開催について 平成18年度保育所入所説明会開催について 
入所説明会を下記の日程で行います。（未満児さんを含みます） 

　日　　　11月16日（水） 

時　間　　（午前の部）…  午前10時～11時 

　　　　　（午後の部）…  午後7時30分～午後8時30分 

内　容　　・入所の手続き　　・保育料について 

　　　　　・保育所の様子　　・その他 

平成18年度途中入所を希望される方も 
お出かけください。（未満児等） 
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つぶやき 
保健師

さんの
 

事　　　　業月　　日

４・７ヶ月健診

ヘルススクリーニング

３歳児健診

２歳児健診

１歳半健診

１０月２５日

２６日～２８日

１１月１０日

１１日

２４日

事　　　　業月　　日

４・７ヶ月健診

１０ヶ月健診

４・７ヶ月健診

リハビリ教室

１１月２９日

１２月１６日

１２月２０日

毎週金曜日

保
健
計
画

保
健
計
画

水
中
運
動
教
室

水
中
運
動
教
室
 

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ
 

水
中
運
動
教
室
 

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

九
月
に
水
中
運
動
教
室
の
受
講
生
を
募
集
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
十
月
か
ら
、
目
的
別
コ
ー
ス

の
教
室
が
増
え
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
夜
八
時
十
五
分
か
ら
ア
ク
ア
ス
イ
ム
（
超
音

波
流
水
を
利
用
し
て
、
個
人
目
的
に
合
わ
せ
て

泳
い
だ
り
、
歩
い
た
り
し
て
、
有
酸
素
運
動
を

中
心
に
行
う
教
室
）が
始
ま
り
ま
し
た
。
②
ホ
ッ

プ
ジ
ュ
ニ
ア
（
四
歳
〈
年
少
園
児
〉
か
ら
小
学

生
対
象
の
教
室
）
の
希
望
者
が
多
か
っ
た
た
め
、

金
曜
日
夕
方
に
二
ク
ラ
ス
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
③
マ
マ
キ
ッ
ズ
・
ラ
ッ
コ
（
お
座

り
時
期
か
ら
一
歳
半
の
お
子
さ
ん
と
お
母
さ
ん

の
教
室
）
は
月
二
回
、
木
曜
日
午
前
に
実
施
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
基
礎
コ
ー
ス
の
教
室（
水

曜
日
、
木
曜
日
、
金
曜
日
）
に
変
更
は
あ
り
ま

せ
ん
。
冬
に
向
け
て
運
動
不
足
に
な
る
時
期
で

す
。
お
誘
い
あ
っ
て
水
中
運
動
に
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。
詳
細
は
保
健
セ
ン
タ
ー
に
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

【
体
験
を
希
望
さ
れ
る
方
へ
】

入
場
料
（
大
人
四
百
円
、
三
歳
以
上
の
子
ど
も

二
百
円
）
で
体
験
が
で
き
ま
す
。（
事
前
に
連
絡

必
要
）

【
連
絡
先
】

○
保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
四
五－

一
二
三
〇
）

A
c
h
i

※
チ
ャ
レ
ン
ジ
ゆ
う 
 
 
 
の
水
泳
教
室
に
つ
い

て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
事
務
局（
公
民
館
内
）

内臓 
脂肪 

インシュリン 
の働きが低下 

動脈硬化を 
妨げない 

血圧が上がる 

中性脂肪の増加 

動脈硬化 

血栓を 
つくる 

内臓脂肪はワルサをする！ 内臓脂肪はワルサをする！ 

高 血 糖 
（糖尿病） 

高 血 圧 

脳卒中 

心筋梗塞 高脂血圧 

「
一
に
運
動
、 

　
　
　
二
に
食
事
」 

　

食
欲
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
…
秋
を
楽
し
む
に
も
、

ま
ず
は
健
康
か
ら
。

　

今
年
の
ヘ
ル
ス
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
男
性
に
焦
点
を

あ
て
て
、
腹
囲
測
定
を
行
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
内
臓
脂
肪

を
み
る
も
の
で
す
。（
女
性
は
、
皮
下
脂
肪
が
多
く
、
内
臓

脂
肪
と
の
区
別
が
難
し
い
た
め
、
ま
ず
は
男
性
の
み
に
行

う
こ
と
に
し
ま
し
た
）
男
性
の
皆
様
、
い
つ
の
間
に
か
ベ

ル
ト
の
穴
が
増
え
て
き
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

男
性
で
腹
囲
が
八
十
五
�
以
上
に
な
る
と
、
内
臓
肥
満

と
い
い
ま
す
。
内
臓
脂
肪
が
多
く
た
ま
る
と
、
高
血
圧
や

高
脂
血
症
、
高
血
糖
を
お
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
つ
ま

り
、
内
臓
脂
肪
が
い
ろ
い
ろ
と
ワ
ル
サ
を
す
る
の
で
す

（
図
参
照
）

　

こ
の
内
臓
脂
肪
を
減
ら
す
に
は
「
一
に
運
動
、
二
に
食

事
」。
ま
ず
運
動
習
慣
を
つ
け
て
カ
ロ
リ
ー
を
消
費
し
、そ

し
て
食
生
活
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

　

内
臓
脂
肪
は
、
皮
下
脂
肪
に
比
べ
て
、
脂
肪
の
分
解
・

合
成
が
早
く
進
み
ま
す
。
た
ま
り
や
す
く
減
り
や
す
い
の

で
、『
普
通
貯
金
』
に
た
と
え
ら
れ
た
り
し
ま
す
。
一
日
三

十
分
以
上
の
運
動
（
散
歩
な
ど
）
を
、
毎
日
又
は
一
日
お

き
に
行
う
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

　

秋
の
夜
長
、
体
も
心
も
心
地
よ
い
、
充
実
し
た
時
間
を

お
過
ご
し
下
さ
い
。
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　阿智村の皆さん、こんにちわ。朝夕だいぶ寒くなりましたが皆さんいかがお過ごしでしょうか？

　阿智高校では２学期が始まり、はや２カ月が経過しようとしています。３年生はそれぞれの進路に向け

て、就職試験や大学受験シーズンに入りました。1・2年生は勉学・スポーツの両立に励み、充実した学生

生活を送っています。

　今回は、７月～９月に行われた行事等を紹介させていただきます。

10月 強歩大会 
 研修旅行（2学年） 
11月 クラスマッチ 
 公開授業週間 

11月 2学期期末テスト 
12月 保護者懇談会 
 2学期終業式 

10月～11月の予定 10月～11月の予定 

11月14日（月）～18日（金）の間、公開授業週間とな
っております。お出かけください。参観ご希望の方
は事前に電話で連絡を。連絡窓口は阿智高校教務
室  10265－43－4271です。 

平成17年度  北信越高等学校体育大会
（競泳200mバタフライの部  優勝  2年 藤田大貴君)

　8月に千葉県で開催された全国高等学校総合体育大

会（インターハイ）へ出場しました。

中学生体験学習

　８月５日　中学生体験学習として、体験授業（国語・世

界史・数学・英語・簿記・情報処理）、懇談会、部活動見

学を行いました。

心肺蘇生法実技講習会

　９月２１日　伊賀

良消防署所属、救急

救命士による心肺蘇

生法実技講習会を

本校全職員が受講

しました。

学習合宿（3年）

　夏休み期間中（８／５～８／７）

松川青年の家において学習合宿を

実施。学習環境を変え、落ち着い

て学習に取り組めました。

就業体験学習（1年）

　飯田下伊那地区の４０数カ所の事業所

に分かれて就業体験が実施されまし

た。進路を考えるよい機会になりまし

た。各事業所の皆さん、ご指導・ご協

力ありがとうございました。

総合学習（2年）

　村内にある５カ所の保育所にお

いて、本年度６回の保育園実習が

計画されています。活発な園児た

ちと奮闘中です。

人権学習講演会

　講演テーマ「人権問題を

日頃の学校生活から見つめ

直そう」講師　宮田幸久さ

ん元子さん。

棟祭（おうちさい）

　７月16日～17日

全校生徒が一丸と

なって盛り上がり

ました。多数のご来

場ありがとうござ

いました。
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第２回全国生涯野球阿智大会新「阿智村」誕生

　9月3日(土)･4日(日)、第２回全国生涯野球阿智大会が、運
動公園わいwaiを主会場に開催されました。
　遠くは千葉県や三重県から、60歳以上の還暦の部は６チー
ム、70歳以上の古希の部は4チームが参加し、年齢を感じさ
せないプレーで熱戦が繰り広げられました。
大会結果は次の通りです。
　還暦の部　優　勝　阿智球友
　　　　　　準優勝　三重生涯・還暦野球連盟（三重県伊勢市）
　古希の部　優　勝　古希市川ライオンズ（千葉県市川市）
　　　　　　準優勝　小金井グランダッドベースボールクラブ
　　　　　　　　　　　（東京都小金井市）

平成18年１月１日、阿智村と浪合村が合併して、

新しい「阿智村」が誕生します。

現在両村では、新しいむらづくりに向けて協議

を進めています。また、両村民の融和や共同した

地域振興のための話し合いが、公民館などを中心

に住民レベルで行われています。

第11回あち子どもスポーツまつり 神坂峠祭祀遺跡出土品が長野県宝に指定

　10月9日(日)に、阿智第二小学校で、あち子ども

スポーツまつりが、村内の小学生90名と大阪体育大

学の学生27名を交えて行われました。

　キックベースやキンボール、フットサルなどのス

ポーツと学生の用意したレクリエーションを行い、

半日楽しく過ごせました。

神坂峠祭祀遺跡より出土した石製模造品1,289点が

9月26日に長野県宝に指定されました。

これらの石製模造品は全国的にも峠祭祀遺物とし

て希な物であり、古代の祈りを象徴する遺物として

注目されています。
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口座の残高確認を
年　金太郎

　
「
油
断
大
敵
」
と
い
う
言
葉
は
、
比
叡
山
延
暦
寺

に
、
開
祖
伝
教
大
師
に
よ
り
灯
さ
れ
て
か
ら
、
千

二
百
年
燃
え
続
け
て
い
る
不
滅
の
法
灯
に
ま
つ
わ

る
も
の
で
す
。
油
皿
に
油
を
切
ら
し
て
し
ま
う
と
、
灯
が
消
え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら

不
滅
の
法
灯
の
灯
を
灯
し
続
け
る
為
に
、
油
を
断
や
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
戒
の

言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
度
、
昼
神
温
泉
の
み
な
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
方
々
の
尽
力
で
、
信
濃
比
叡

根
本
中
堂
と
し
て
お
堂
の
建
立
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
程
見
事
に
完
成
致
し
、
園
原
の

高
台
に
新
ら
た
な
名
所
が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
の
お
堂
に
、
延
暦
寺
の
不
滅
の
法
灯

が
分
灯
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
十
月
二
十
二
日
、
三
日
の
両
日
分
灯
と
献
灯
の
式
が

行
な
わ
れ
ま
す
。

　

伝
教
大
師
最
澄
は
日
本
仏
教
の
祖
と
云
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
多
く
の
仏
教
の
宗
祖

が
比
叡
山
延
暦
寺
で
学
び
自
分
の
宗
派
を
興
し
て
い
き
ま
し
た
。
伝
教
大
師
の
教
え

は
「
己
を
忘
れ
人
の
為
に
尽
し
、
一
隅
の
照
す
心
を
も
つ
こ
と
」
と
云
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

古
道
東
山
道
を
布
教
の
為
通
ら
れ
た
大
師
が
神
坂
峠
で
難
儀
を
さ
れ
、旅
行
く
人
々

の
た
め
に
伏
屋
を
建
て
ら
れ
た
「
広
拯
院
」
の
再
建
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

再
建
に
尽
力
さ
れ
た
み
な
さ
ん
の
ご
努
力
に
感
謝
致
す
と
と
も
に
、
大
師
の
教
え

を
現
在
に
活
か
す
こ
と
で
平
和
で
心
安
ら
ぐ
地
域
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
を
誓
い
あ

い
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
一
）



平
成
十
七
年
九
月
定
例
議
会
 

村
 
長
 
挨
 
拶

平
成
十
七
年
九
月
定
例
議
会
 

村
 
長
 
挨
 
拶

　

一
昨
日
は
、
衆
議
院
議
員
の
選
挙
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
に
つ
い
て
は
、
自

由
民
主
党
と
公
明
党
の
選
挙
前
与
党
が
、

大
方
の
予
想
の
よ
う
に
勝
利
を
収
め
ま
し

た
。

　

今
回
の
選
挙
は
み
な
さ
ま
ご
存
知
の
よ

う
に
、
政
府
が
提
案
し
た
郵
政
民
営
化
法

案
が
参
議
院
に
お
い
て
否
決
さ
れ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
小
泉
総
理
が
国
民
の
民
意
を

問
う
と
い
う
こ
と
で
、
衆
議
院
を
解
散
し

た
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
郵

政
民
営
化
法
案
に
、
賛
成
か
反
対
か
で
衆

議
院
議
員
を
選
ぶ
と
い
う
、「
国
民
投
票
的
」

な
選
択
を
突
き
つ
け
ら
れ
た
選
挙
で
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
が
、
提
起
し
た
小
泉

政
権
与
党
に
勝
利
を
も
た
ら
し
た
の
で
す

か
ら
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
国
民
は
賛

成
の
意
思
を
表
明
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
回
の
選
挙
は
様
々
な
問
題

を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

郵
政
改
革
は
、
改
革
の
本
丸
と
し
て
単
純

化
し
て
判
断
を
仰
い
だ
、
と
政
権
与
党
は

今
回
の
選
挙
の
正
当
性
に
つ
い
て
述
べ
て

い
ま
す
が
、
郵
政
民
営
化
法
案
に
対
す
る

賛
否
に
よ
っ
て
国
民
は
全
て
の
政
権
与
党

の
政
策
を
支
持
し
た
と
い
え
る
の
か
は
、

疑
問
の
残
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

確
か
に
郵
政
改
革
と
い
う
課
題
も
、
国

の
根
幹
を
な
す
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
八
月
初
め
に
自
由
民
主
党
は
憲
法
改

正
草
案
を
発
表
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
憲

法
は
国
の
基
本
法
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
改

正
の
是
非
は
、
非
常
に
重
要
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。
ま
た
国
と
地
方
あ
わ
せ
一
千
兆

円
を
越
え
る
財
政
赤
字
を
ど
う
し
て
い
く

の
か
、
我
々
地
方
に
つ
い
て
い
え
ば
、
地

方
分
権
に
基
づ
く
「
三
位
一
体
の
改
革
」

や
地
方
交
付
税
等
を
ど
う
す
る
の
か
等
、

国
の
あ
り
よ
う
に
か
か
わ
る
問
題
や
、
国

民
の
暮
ら
し
に
か
か
わ
る
税
制
、
年
金
、

健
康
保
険
等
々
の
問
題
は
積
極
的
に
論
じ

ら
れ
た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

私
は
次
の
こ
と
に
つ
い
て
、
今
後
の
対

応
も
含
め
注
目
し
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
は
、
改
革
に
賛
成
か
反
対
か

が
問
わ
れ
ま
し
た
が
、
改
革
の
中
身
が
真

に
理
解
さ
れ
た
か
ど
う
か
で
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
郵
政
改
革
に
つ
い
て
も
郵
貯
、

簡
保
の
三
四
〇
兆
円
の
問
題
は
議
論
に
な

り
ま
し
た
が
、
民
営
化
後
に
現
状
の
郵
便

局
が
山
の
中
の
局
ま
で
含
め
残
さ
れ
る
の

か
ど
う
か
、
曖
昧
な
ま
ま
で
済
ま
さ
れ
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、「
官
か
ら
民
へ
」「
規
制
緩

和
」
と
い
う
構
造
改
革
の
基
本
が
、
市
場

化
を
図
る
こ
と
と
同
一
で
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
市
場
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

利
潤
を
得
る
人
と
痛
み
を
感
じ
る
人
は
当

然
現
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ

り
ま
す
。
既
に
小
泉
改
革
が
進
め
ら
れ
て

か
ら
所
得
格
差
は
確
実
に
広
が
っ
て
お
り
、

い
わ
ゆ
る
「
勝
ち
組
」「
負
け
組
」
と
い

う
言
葉
は
日
常
化
し
て
お
り
ま
す
。
市
場

化
に
つ
い
て
ど
こ
ま
で
国
民
が
理
解
し
た

の
か
、
市
場
化
社
会
先
進
国
で
あ
る
、
ア

メ
リ
カ
を
襲
っ
た
ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
の
状

況
は
教
訓
的
で
あ
り
ま
す
。

　

三
番
目
は
、
改
革
に
よ
り
「
官
か
ら
民

へ
」「
小
さ
な
政
府
」
を
目
指
す
と
し
て

い
ま
す
が
、
福
祉
分
野
に
ま
で
市
場
化
の

導
入
を
進
め
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た

「
民
」
と
い
っ
て
も
Ｎ
Ｐ
Ｏ
も
あ
り
、
協

同
組
合
も
あ
り
、
ま
た
大
企
業
も
、
多
国

籍
企
業
も
あ
り
ま
す
。
経
済
的
基
盤
の
弱

い
こ
の
中
山
間
地
域
が
ど
の
様
に
な
る
の

か
、
改
革
を
判
断
す
る
場
合
、
全
て
を
一

律
に
は
考
え
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
国
民
は
、
今
回
の
選
挙

で
改
革
を
進
め
る
こ
と
を
支
持
し
ま
し
た

が
、
こ
の
改
革
の
本
当
の
ね
ら
い
は
「
自

己
責
任
」
の
強
化
で
あ
り
、
自
律
す
る
国

民
が
対
象
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
は
、
戦
後
六
〇
周
年
の
年
で
あ
り

ま
す
。
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
八
月
六
日
、

九
日
と
八
月
一
五
日
の
終
戦
記
念
日
を
中

心
に
し
て
、
様
々
な
催
し
や
論
評
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
今
年
の
特

徴
は
、
六
〇
年
と
い
う
人
間
で
云
え
ば
還

暦
に
相
当
す
る
年
数
を
経
た
こ
と
で
、
改

め
て
戦
後
六
〇
年
を
問
い
直
す
と
い
う
視

点
、
首
相
の
靖
国
参
拝
を
き
っ
か
け
と
し

た
、
中
国
や
韓
国
に
よ
る
日
本
の
戦
争
意

識
を
問
い
直
す
追
究
に
対
し
て
ど
う
答
え

る
か
、
等
が
改
め
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
特
に
、
自
民
党
新
憲
法
起
草

委
員
会
が
、
自
衛
軍
の
保
持
を
明
記
し
た

改
正
草
案
一
次
案
を
発
表
す
る
等
、
憲
法

第
九
条
を
め
ぐ
る
議
論
も
活
発
化
し
て
い

ま
す
。

　

私
自
身
の
、
こ
の
六
〇
年
間
は
戦
争
の

陰
を
背
負
っ
て
の
歳
月
で
あ
り
ま
し
た
。
戦

争
で
父
親
を
失
い
、
地
域
の
人
々
を
始
め

多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

父
親
が
戦
場
に
赴
い
た
と
き
私
は
三
歳
に

満
た
な
い
頃
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
父
親

の
顔
を
思
い
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

戦
死
時
の
状
況
は
、
戦
後
同
じ
部
隊
に
い

た
と
い
う
戦
友
の
方
か
ら
お
聞
き
し
ま
し

た
。
私
は
、
一
貫
し
て
戦
争
を
憎
ん
で
き

ま
し
た
。
再
び
私
の
よ
う
に
戦
争
の
た
め

父
親
を
失
う
と
い
う
よ
う
な
犠
牲
者
が
で

る
こ
と
を
、
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と

考
え
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
点
か
ら
憲

法
第
九
条
に
は
特
別
の
思
い
入
れ
が
あ
り

ま
す
。

　

内
閣
官
房
長
官
等
を
務
め
ら
れ
た
後
藤

田
正
晴
氏
が
、
憲
法
第
九
条
の
問
題
に
つ

い
て
あ
る
雑
誌
の
対
談
で
語
っ
て
い
る
次

の
言
葉
が
、
私
に
は
大
変
印
象
的
で
あ
り

ま
し
た
。「
六
〇
年
の
間
に
、
と
も
か
く

日
本
は
武
装
部
隊
に
よ
っ
て
外
国
人
を
殺

し
た
経
験
が
な
い
。
そ
れ
か
ら
ま
た
、
外

国
の
武
力
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
と
い
う
経

験
も
な
い
。
こ
れ
は
戦
後
六
〇
年
間
、
先

進
国
の
中
で
は
日
本
し
か
な
い
ん
で
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
、
こ
の
憲
法
の
大
き
な
役

割
を
今
後
と
も
残
す
必
要
が
あ
る
と
思
う
。」
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と
述
べ
て
い
ま
す
。
憲
法
改
正
に
絶
対
反

対
の
立
場
を
と
ら
な
い
後
藤
田
氏
は
「
こ

の
国
を
軍
事
傾
斜
の
方
向
に
持
っ
て
い
く

こ
と
が
『
ふ
つ
う
の
国
』
な
ん
だ
と
い
う

考
え
が
強
く
な
っ
て
い
る
。
ど
う
も
『
理

想
の
国
』
と
い
う
の
を
忘
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。」
と
も
語
っ
て
お
り
ま
す
。

　

戦
後
六
〇
年
の
節
目
に
、
私
達
は
平
和

と
戦
争
の
問
題
を
真
剣
に
考
え
な
く
て
は

な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
戦
争
を
体
験
し

な
い
世
代
が
大
半
を
占
め
て
き
た
今
日
、

我
が
国
が
国
策
と
し
て
犯
し
た
戦
争
の
事

実
を
し
っ
か
り
と
教
え
る
こ
と
は
、
現
代

を
正
し
く
生
き
る
上
で
大
切
な
こ
と
で
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
国
策
に
従
じ
た
と
は
い
え
、
村

を
挙
げ
て
満
州
移
民
を
送
り
出
し
た
反
省

も
込
め
、
改
め
て
我
々
は
平
和
の
問
題
を

考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
低
迷
を
続
け
て
い
る
経
済
に
つ

い
て
、「
景
気
の
踊
り
場
」
を
脱
却
し
た

と
政
府
が
宣
言
し
ま
し
た
。

　

県
内
企
業
に
つ
い
て
も
信
濃
毎
日
新
聞

の
調
査
結
果
で
は
「
景
況
感
一
年
ぶ
り
に

改
善
」
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
村
内
の

製
造
業
に
つ
い
て
は
受
注
は
順
調
の
よ
う

で
あ
り
ま
す
が
、
国
の
指
標
に
よ
っ
て
も

景
気
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
地
域
差
、
職

種
差
に
よ
る
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
村
内
に
お
い

て
も
、
小
売
業
は
依
然
と
し
て
低
迷
し
て

お
り
、
建
設
業
に
い
た
っ
て
は
大
幅
な
受

注
減
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。
昼
神
温
泉

に
つ
い
て
は
、
愛
知
万
博
効
果
で
順
調
な

入
り
込
み
客
で
推
移
し
て
お
り
ま
す
が
、

小
規
模
施
設
は
そ
の
恩
恵
に
浴
し
て
お
ら

ず
格
差
は
開
い
て
お
り
ま
す
。
九
月
い
っ

ぱ
い
は
確
保
で
き
て
も
一
〇
月
以
降
予
約

状
況
が
低
迷
し
て
お
り
不
安
は
、
広
が
る

状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
中
で
最
も
景
気
動
向
が
堅
調

な
、
東
海
地
方
に
接
す
る
こ
の
地
方
の
有

利
性
を
活
か
し
て
い
く
こ
と
が
望
ま
れ
ま

す
が
、
ま
だ
ら
な
景
気
状
況
の
中
で
若
年

労
働
者
の
不
定
期
雇
用
が
増
え
て
い
る
等
、

地
域
経
済
は
流
動
的
で
あ
り
楽
観
で
き
る

状
態
で
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

今
年
度
の
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、

心
配
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

十
七
億
一
三
四
万
円
と
昨
年
並
み
の
金
額

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、「
三
位
一

体
の
改
革
」
の
中
で
平
成
十
八
年
度
ま
で

は
減
額
し
な
い
、
と
い
う
約
束
に
基
づ
く

も
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
十
八
年
度
の

国
の
一
般
会
計
の
概
算
要
求
総
額
が
財
務

省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
と
関
連

し
て
、
地
方
一
般
財
源
の
概
要
が
公
表
さ

れ
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
十
七
年
度
と
同
額

を
基
準
に
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
八
五
兆
二
七
〇
〇
億
円
の
内
、
国
債

の
元
利
払
い
に
充
て
る
国
債
費
の
増
が
前

年
度
よ
り
約
二
兆
円
増
え
る
等
依
然
と
し

て
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
ま

た
「
三
位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
財
源
以

上
の
積
み
残
し
が
昨
年
よ
り
あ
り
、
さ
ら

に
財
務
省
か
ら
は
地
方
交
付
税
の
削
減
の

要
望
も
出
て
い
る
と
も
報
道
さ
れ
て
お
り
、

予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
十

九
年
度
か
ら
の
削
減
が
計
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
、
心
配
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

日
本
全
体
で
今
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で

の
六
カ
月
間
で
、
出
生
よ
り
死
亡
の
方
が

三
万
人
上
回
っ
て
、
初
め
て
「
自
然
増
加

数
」
が
年
ベ
ー
ス
で
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
た

こ
と
が
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
予
測
よ
り

二
年
早
く
、
国
全
体
と
し
て
の
人
口
減
少

時
代
に
突
入
し
た
の
で
は
な
い
か
と
い
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
ち
な
み
に
阿
智
村
の
動

向
は
出
生
二
二
人
、
死
亡
三
八
人
で
十
六

人
の
減
で
あ
り
ま
し
た
。
九
月
一
日
現
在

の
村
の
総
人
口
は
五
、九
四
九
人
と
、
昨
年

秋
六
千
人
を
割
り
込
ん
で
以
来
、
回
復
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
国
全
体
と
し
て
人
口
減

の
基
調
が
強
ま
る
中
で
本
村
の
人
口
を
増

や
す
こ
と
、
と
り
わ
け
出
世
数
を
増
や
す

こ
と
は
難
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。　

　

以
上
の
よ
う
な
状
況
下
で
、
本
村
は
、

来
年
一
月
一
日
の
浪
合
村
と
の
合
併
に
向

け
て
進
ん
で
行
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

村
づ
く
り
の
指
針
と
し
て
は
、
第
四
次

総
合
計
画
後
期
計
画
を
も
と
に
、
中
長
期

的
な
交
付
税
の
動
向
を
勘
案
し
て
作
成
し

た
阿
智
村
自
立
プ
ラ
ン
、
浪
合
村
と
の
合

併
に
よ
る
新
村
建
設
計
画
が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
基
本
に
、
合
併
後
の
具
体
的
事
業

を
盛
り
込
ん
だ
行
動
計
画
を
早
急
に
立
て

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

後
期
計
画
の
主
要
施
策
は
、
子
育
て
支

援
・
若
者
定
住
対
策
・
健
康
づ
く
り
・
産

業
振
興
で
あ
り
ま
し
た
。
自
立
プ
ラ
ン
の

柱
は
、
村
内
経
済
の
活
性
化
・
若
者
定

住
・
子
育
て
支
援
、
新
村
建
設
計
画
で
は
、

魅
力
あ
る
一
大
観
光
地
の
形
成
・
ふ
る
さ

と
を
担
う
人
づ
く
り　

と
し
て
お
り
ま
す
。

何
れ
も
人
口
や
経
済
の
拡
大
を
目
指
し
た

計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

村
づ
く
り
の
基
本
目
標
が
、「
一
人
ひ

と
り
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
持
続
可

能
な
発
展
の
村
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
緩

や
か
で
も
経
済
の
拡
大
が
図
ら
れ
る
こ
と

は
欠
か
せ
な
い
条
件
で
あ
り
ま
す
。
地
域

の
経
済
的
資
源
を
活
か
し
た
産
業
振
興
に

つ
い
て
は
、
引
き
続
き
進
め
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

拡
大
す
る
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン　

の
中
に
あ
っ
て
、
規
制
緩
和
や
保
護
が
構

造
改
革
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
、
国
内
の

企
業
は
、
も
ろ
に
国
際
競
争
の
中
に
投
げ

出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
厳

し
い
企
業
競
争
や
観
光
地
間
競
争
に
ど
う

勝
ち
残
っ
て
い
く
の
か
が
、
村
の
あ
ら
ゆ

る
産
業
に
課
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

た
め
行
政
と
し
て
積
極
的
な
支
援
を
行
な
っ

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
村
内
の
経
済
状
況
は
、
全
体

的
に
、
現
況
の
指
標
が
示
す
よ
う
に
縮
小

傾
向
を
示
し
て
お
り
、
こ
の
状
況
か
ら
現

状
維
持
に
転
換
す
る
こ
と
が
当
面
の
課
題

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
村
内
の
個
々
の
企

業
や
業
種
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

の
努
力
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で

生
き
残
っ
て
い
く
可
能
性
を
持
っ
て
お
り

ま
す
が
、
総
体
的
に
み
れ
ば
、
経
済
の
拡

大
を
進
め
る
に
は
条
件
的
に
不
利
な
地
域

で
あ
る
の
も
現
実
で
あ
り
ま
す
。
無
理
し
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て
経
済
効
率
主
義
に
基
づ
い
て
進
め
よ
う

と
す
る
な
ら
、
自
然
破
壊
、
所
得
格
差
の

拡
大
や
弱
者
へ
の
し
わ
よ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
の
崩
壊
な
ど
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
強

調
さ
れ
、
地
域
の
萎
縮
を
進
め
る
危
険
性

を
は
ら
ん
で
お
り
ま
す
。

　

経
済
の
活
性
化
と
平
行
し
て
、真
に
個
々

の
生
活
の
質
を
高
め
る
施
策
の
推
進
に
重

き
を
置
い
て
、
経
済
効
率
主
義
に
基
づ
か

な
い
も
う
一
つ
の
地
域
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
が
、
萎
縮
傾
向
に
あ
る
地
域
を
転
換

で
き
る
も
の
に
な
る
と
考
え
ま
す
。
大
切

な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
の
住
民
の
み
な

さ
ん
が
、こ
の
地
で
生
活
し
よ
う
と
考
え
、

こ
の
地
で
生
き
て
い
く
こ
と
が
心
地
よ
い

と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
、
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

村
づ
く
り
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
一
人

ひ
と
り
の
人
生
の
質
を
高
め
ら
れ
る
」
と

い
う
課
題
に
、
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
住
民
の

み
な
さ
ん
の
内
面
に
か
か
わ
る
事
柄
で
す

の
で
、
一
方
的
に
行
政
が
決
め
つ
け
て
い

け
る
課
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
具
体
的
施

策
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
一
人
ひ
と
り
の

住
民
の
み
な
さ
ん
の
自
発
的
意
志
に
よ
っ

て
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
、
行
政
の
役
割
は

そ
の
実
現
の
た
め
の
支
援
を
行
な
う
こ
と

で
あ
り
ま
す
。

　

住
民
の
み
な
さ
ん
が
、
こ
の
地
域
で
生

き
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
心
地
よ
い
充

実
感
や
達
成
感
を
経
験
す
る
、
社
会
の
中

で
自
分
の
存
在
感
を
実
感
で
き
る
機
会
や

場
所
の
提
供
す
る
等
の
、
住
民
の
み
な
さ

ん
の
活
動
で
き
る
条
件
を
整
え
る
こ
と
が

行
政
の
役
割
で
あ
り
ま
す
。

　

現
在
住
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
は
、
歴
史

資
料
や
史
跡
の
保
存
、
植
物
や
自
然
景
観

の
保
存
等
の
要
望
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
も
の
を
し
っ
か
り
と
守
っ
て
い
く
こ
と

に
よ
っ
て
、
地
域
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
誇
り
が
生
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
、
特
技
の
あ

る
人
が
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
人
を
知
り
、

関
わ
り
を
持
つ
こ
と
で
自
分
も
何
か
を
や
っ

て
み
た
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
全

村
博
物
館
構
想
」
は
、
こ
う
し
た
機
会
を

提
供
す
る
機
関
と
し
て
提
起
し
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

こ
の
考
え
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ン
リ
・

リ
ビ
エ
ル
が
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

彼
は
「
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（
生
活
、

環
境
博
物
館
）
と
よ
び
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
の
三
大
任
務
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
ま
す
。

一
、
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
は
、
地
域
住
民

の
学
校
で
あ
る
。

二
、
自
然
と
文
化
の
保
護
セ
ン
タ
ー
で
あ

る
。

三
、
地
域
発
展
の
道
を
求
め
る
研
究
所
で

あ
る
。　

　

既
に
村
づ
く
り
委
員
会
の
中
に
「
全
村

博
物
館
構
想
策
定
委
員
会
」が
立
ち
上
が
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
園
原
へ
計
画
す
る

「
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
と

阿
智
村
に
お
け
る
史
跡
保
存
を
含
む
博
物

館
構
想
に
つ
い
て
の
調
査
委
託
を
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
「
東
山
道
神
坂
総
合
研
究
所
」
に

お
願
い
し
て
お
り
、
提
案
を
い
た
だ
く
こ

と
に
し
て
あ
り
ま
す
。

　

今
後
意
識
的
に
、
村
の
様
々
な
と
こ
ろ

で
こ
の
問
題
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
て
い

た
だ
き
、
阿
智
村
ら
し
い
構
想
を
樹
立
し

計
画
的
に
実
現
に
向
け
て
進
め
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

つ
ぎ
に
、
新
し
い
村
づ
く
り
の
具
体
的

事
業
計
画
と
そ
れ
を
実
施
す
る
た
め
の
財

政
計
画
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。
事
業
計

画
に
つ
い
て
は
、
既
定
の
阿
智
村
の
計
画

に
浪
合
村
分
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

合
併
特
例
債
と
浪
合
村
に
適
用
さ
れ
る
過

疎
債
の
借
り
入
れ
限
度
を
、
当
初
計
画
の

二
五
億
円
と
し
て
検
討
を
行
な
っ
て
お
り

ま
す
。

（
中
略
）

　

決
算
案
件
は
、
平
成
十
六
年
度
の
各
会

計
の
決
算
認
定
を
受
け
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
全
て
の
会
計
で
黒
字
で
決
算
で
き
ま

し
た
。

　

し
か
し
、例
年
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、

村
税
お
よ
び
税
外
収
納
金
の
滞
納
額
は
依

然
と
し
て
改
善
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
村

税
に
つ
い
て
は
固
定
資
産
税
を
中
心
に
現

年
課
税
分
で
一
〇
、
八
九
六
千
円
、
過
年

度
分
で
一
三
、
二
〇
九
千
円
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

住
宅
使
用
料
、
保
育
料
、
浄
化
槽
管
理

料
を
会
わ
せ
る
と
一
般
会
計
総
額
で
は
、

二
七
、
〇
六
二
千
円
に
な
り
ま
す
。
特
別

会
計
で
は
、
水
道
使
用
料
が
四
、
四
七
九

千
円
、
下
水
道
使
用
料
が
一
、
八
八
〇
千

円
、
下
水
道
受
益
者
分
担
金
二
〇
、
六
八

四
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
特
に
国
民

健
康
保
険
税
の
滞
納
額
が
一
四
、一
〇
〇
千

円
と
保
険
税
の
一
割
に
の
ぼ
っ
て
お
り
ま

す
。
税
等
の
公
平
な
負
担
を
い
た
だ
く
上

か
ら
も
多
額
な
滞
納
は
大
き
な
問
題
で
あ

り
ま
す
。

　

専
任
の
係
を
置
き
、
助
役
を
中
心
に
滞

納
整
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
に
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

大
口
滞
納
者
が
改
善
さ
れ
な
い
こ
と
が
大

き
く
な
っ
て
い
る
原
因
で
あ
り
ま
す
。
例

え
ば
、
固
定
資
産
税
の
滞
納
額
は
村
税
滞

納
額
の
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
滞
納
額
の

五
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
七
件
は
昼
神

温
泉
関
係
者
が
占
め
て
お
り
ま
す
。
八
月

三
十
一
日
ま
で
に
八
、七
二
四
千
円
を
徴
収

し
て
お
り
ま
す
が
、
強
硬
手
段
を
講
じ
て

で
も
滞
納
額
の
圧
縮
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

決
算
に
関
連
し
て
こ
こ
数
年
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

歳
出
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
平
成

八
年
度
に
お
け
る
人
件
費
総
額
は
、
七
五

五
、七
一
九
千
円
、
そ
の
う
ち
職
員
給
は

四
五
五
、八
九
九
千
円
で
あ
り
ま
し
た
。
十

六
年
度
で
は
、
六
九
二
、
二
二
三
千
円
、

職
員
給
は
、
四
一
二
、八
九
二
千
円
で
あ

り
ま
す
。
こ
の
間
正
規
職
員
は
九
五
人
か

ら
七
四
人
と
二
一
人
減
少
し
ま
し
た
。
嘱

託
等
の
臨
時
職
員
は
八
人
か
ら
二
一
人
と

十
三
人
増
え
て
お
り
ま
す
。
業
種
別
の
臨

時
職
員
は
、
学
校
用
務
員
四
名
、
学
校
給

食
一
名
、
授
産
所
指
導
員
四
名
（
五
）、

子
育
て
専
門
員
一
名
、公
民
館
二
名（
一
）、

診
療
所
看
護
師
一
名
（
一
）、
栄
養
士
一

名
（
一
）、
図
書
室
司
書
一
名
、
保
育
所
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保
育
士
等
六
名
で
あ
り
ま
す
。

　

歳
出
の
内
、
特
に
増
え
て
い
る
の
が
福

祉
費
の
扶
助
費
で
八
年
度
よ
り
五
、
七
〇

〇
万
円
、
借
金
の
返
済
に
充
て
る
公
債
費

が
、
二
二
、三
〇
〇
万
円
、
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

基
金
に
つ
い
て
は
、
一
、九
一
四
、五
〇

〇
千
円
が
二
、八
八
三
、六
八
六
千
円
と
九

億
円
増
加
し
て
お
り
、地
方
債
の
残
額
は
、

一
般
分
五
、二
六
二
、
五
〇
四
千
円
が
四

七
八
、八
四
五
万
円
と
約
五
億
円
減
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
臨
時
財
政
対
策
債

が
、
六
二
、九
〇
〇
万
円
あ
り
ま
す
か
ら

実
質
の
減
は
約
十
一
億
円
と
な
り
ま
す
。
下

水
道
事
業
を
行
な
っ
て
き
た
関
係
で
上
下

水
道
分
で
は
、
三
、三
九
三
、七
一
〇
千
円

が
四
、二
二
〇
、九
八
〇
千
円
と
約
八
億
円

増
加
し
て
お
り
ま
す
。
公
債
比
率
は
十
四
・

〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
昨
年
度
よ
り
〇
・
二
パ
ー

セ
ン
ト
増
、
起
債
制
限
比
率
は
、
六
・
二

パ
ー
セ
ン
ト
と
〇
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
減
少

し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
平
成
十
七
年
度
補
正
予
算
に
つ

い
て
述
べ
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
第
三
号
は
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
三
三
六
、四
四
四
一
千
円
を

追
加
補
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
歳
出

の
主
な
も
の
は
、
十
六
年
度
の
繰
越
金
の

半
分
を
財
政
調
整
基
金
に
、
特
養
の
経
営

を
社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
た
こ
と
に

よ
り
剰
余
金
を
阿
智
荘
財
政
調
整
基
金
に

積
み
立
て
る
も
の
、
合
併
に
伴
っ
て
電
算

お
よ
び
防
災
無
線
等
の
統
合
に
要
す
る
経

費
、
保
育
所
の
施
設
改
修
費
、
患
者
輸
送

用
車
両
の
購
入
費
、
心
臓
蘇
生
の
た
め
の

除
細
動
器
二
機
の
購
入
費
、
県
の
コ
モ
ン

ズ
支
援
金
と
し
て
交
付
を
受
け
る
こ
と
が

決
定
し
た
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
昼
神
に

設
置
す
る
費
用
、
ま
た
住
民
の
み
な
さ
ん

が
歩
道
等
の
除
雪
を
自
発
的
に
行
な
っ
て

も
ら
う
た
め
の
除
雪
機
の
購
入
費
、
旧
横

川
分
校
の
校
舎
の
改
修
費
を
も
り
ま
し
た
。

横
川
部
落
の
有
志
に
よ
る
地
域
活
性
化
の

取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
今

回
予
算
化
し
ま
し
た
。
改
修
後
は
部
落
に

払
い
下
げ
を
行
い
、
今
後
は
部
落
の
責
任

で
管
理
運
営
し
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、

村
道
補
修
や
舗
装
補
修
に
つ
い
て
大
幅
な

予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

（
中
略
）

　

今
、
園
原
で
は
「
信
濃
比
叡
」
本
堂
の

建
築
と
周
辺
整
備
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
園
原
を
魅
力
あ
る
観
光

地
に
す
る
た
め
に
、
民
間
の
み
な
さ
ん
の

手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
事
業
で
あ
り

ま
す
。
古
道
東
山
道
と
と
も
に
新
た
な
阿

智
村
観
光
の
目
玉
と
す
る
本
事
業
が
、
初

期
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
史
跡

と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
景
観
の
整
備
や
、
観

光
地
と
し
て
の
道
路
を
含
む
観
光
イ
ン
フ

ラ
の
整
備
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
地
元
の

み
な
さ
ん
の
理
解
と
強
力
を
得
る
中
で
、

計
画
的
な
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
本
堂
建
立
を
記
念
し
て
の
イ

ベ
ン
ト
計
画
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
成
功
の
た
め
に
で
き
る
支
援
を

積
極
的
に
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

　

ま
た
、
堆
肥
セ
ン
タ
ー
が
正
式
に
稼
働

し
、
堆
肥
の
販
売
も
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
。
完
熟
堆
肥
の
品
質
に
つ
い
て
は

既
に
そ
の
成
果
が
出
さ
れ
て
お
り
、
需
要

は
拡
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
安
全

で
安
心
な
「
阿
智
村
ブ
ラ
ン
ド
」
の
農
産

物
の
計
画
的
生
産
と
販
売
の
、
拡
大
計
画

の
樹
立
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
有
機

活
用
農
業
振
興
会
も
目
標
の
三
〇
〇
人
に

な
っ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
生
産
者
の

努
力
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
行
政
の
取
り

組
み
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。
認
定
制
度
や

直
売
所
等
具
体
的
な
振
興
策
を
、
早
急
に

確
立
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

介
護
保
険
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
今

の
ま
ま
介
護
報
酬
が
伸
び
続
け
る
と
介
護

保
険
料
の
増
額
ば
か
り
か
、
公
費
負
担
分

が
増
え
続
け
財
政
破
綻
を
招
き
か
ね
な
い

こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
今
回
の
改
正
で

は
、
施
設
利
用
者
の
利
用
料
の
う
ち
、
今

ま
で
介
護
報
酬
で
負
担
し
て
い
た「
食
費
」

「
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
」
を
、
利
用
者
負
担
と

す
る
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
負
担
に
つ
い
て
は
、
今
年
の
十
月
一

日
よ
り
実
施
に
移
さ
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と

に
よ
っ
て
、
低
所
得
者
の
中
に
利
用
を
控

え
る
人
が
出
る
も
の
と
思
い
ま
す
。
特
に
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
は
、
在
宅
介
護

の
基
幹
的
施
設
で
あ
り
ま
す
の
で
、「
食

費
」
の
負
担
に
つ
い
て
低
所
得
者
に
つ
い

て
は
、
公
費
に
よ
る
軽
減
も
検
討
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

　

浪
合
村
と
合
併
後
の
医
療
体
制
に
つ
い

て
、
浪
合
村
に
あ
る
診
療
所
の
新
村
へ
の

拡
張
に
つ
い
て
、
浪
合
診
療
所
の
医
師
よ

り
具
体
的
な
問
題
提
起
と
提
案
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
中
で
阿
智
村
の
村
営
診
療

所
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
指
摘
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
施
設
の
問
題
、
診
療
内
容
の
問

題
等
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
現
体
制
で
地

域
の
医
療
要
求
に
応
え
れ
る
も
の
に
な
っ

て
い
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
問
い
も
あ
り

ま
し
た
。
地
域
医
療
に
つ
い
て
真
剣
に
考

え
ら
れ
て
い
る
医
師
の
ご
指
摘
は
、
今
が

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
、
新
鮮

で
全
く
当
を
得
た
指
摘
と
思
え
ま
し
た
。

　

村
の
地
域
医
療
の
問
題
に
つ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
で
き

れ
ば
、
住
民
の
み
な
さ
ん
に
提
起
し
「
村

づ
く
り
委
員
会
」
で
も
立
ち
上
げ
て
い
た

だ
き
、
共
に
研
究
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
ま
す
。

　

浪
合
と
の
合
併
に
つ
い
て
は
、
行
政
上

の
す
り
あ
わ
せ
や
行
政
体
制
等
は
着
々
と

進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
合
併
は
、
行
政

が
統
合
す
る
と
い
う
の
み
な
ら
ず
、
住
民

の
み
な
さ
ん
同
士
の
一
体
化
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
過
日
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
女
性
の
会
も
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
後
も
課
題
別
を

含
め
、
で
き
る
だ
け
住
民
間
の
交
流
を
深

め
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
十
八
年
度
予
算
は
、
合
併
初
年

度
の
予
算
編
成
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
早
く
財
政
状
況
や
見
通
し
を
公
表
し
て
、

住
民
の
み
な
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
い
編
成

作
業
に
掛
か
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

（
後
略
）

広報あち  別冊
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